
右横ずれ断層がわかりやすいフェンス

乙女河原

ゆったりとした対話形式で、お茶を飲みながら熊本の自
然や歴史を学び、得られた知見を暮らしや防災・減災に
役立てていただくことを目的とした取り組みです。とは？

お問い
合わせ

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 減災型社会システム部門

096-342-3489 （火〜金 9:00-16:00） gensai0@kumamoto-u.ac.jp

参加費無料

Webサイト

令和7年度

Infomation

Event Info

KUMAMOTO Science Cafe

河原の石は、いったいどこからどのようにやって来たの

でしょうか。多くの場合、川の流れによって上流から運ばれ

てきたと考えられていますが、実際に川の中で石が動いて

いる様子を見たことはありますか？また、河原にはさまざ

まな色や模様の石が見られますが、これはなぜでしょう？

石の形が丸みを帯びているのはどのような理由からでしょ

うか？さらに、石の大きさが河原の場所によって異なるの

はなぜでしょう？河原には数多くの不思議が隠されていま

す。石を観察することで、これらの謎を解き明かしてみませ

んか。きっと、「防災・減災」に役立つ知恵も見つけることが

できるでしょう。今回のサイエンスカフェでは、緑川流域の

乙女河原で石を観察し、お気に入りの石を見つけてピカピ

カに磨く体験をします。運が良ければ、ガーネットなどのお

宝を発見できるかもしれません。石探しを通じて、川の恵み

や自然災害について一緒に考えてみましょう。

お気に入りの石を磨こう
～乙女河原で石の観察～

フィールドワーク

2025

824 10:00
　12:00

Sat

日

日時

集合場所 甲佐町立白旗小学校
体育館内ミーティングルーム

共催
・熊本大学
・熊本県博物館ネットワークセンター
・熊本地方気象台
・国土交通省阿蘇砂防事務所
・              熊本県  ・ 阿蘇青少年交流の家

対象 どなたでも 先着30名

減災型社会システム部門のWebサイトか、下記の
二次元コードからお申し込みください。

※定員に達し次第締め切ります
8月21日（木） 17:00申込締切

申
込

博物館ネットワークセンター話題提供

松田 博貴
および

減災型社会システム部門客員教授

廣田 志乃・高田 聖也
熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター




